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4 6 　 長 期 生 存 が 得 ら れ た 中 枢 神 経 系 T 細 胞 リ ン

バ腫の2症例
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【目的】 中枢神経系リ ン パ 腫 は, 組織学的にその

ほ と んどが B 細胞リ ン パ 腫であり,
T 細胞 リ ン パ

腫 は極め て稀で あ る. また 一 般 に は予後 は不良と

さ れて おり, その病態 や治療法も確立されて は い

か 1
. 今回, 我 々は初期治療か ら 6 年以上 の長期

生存が 得られた 中枢神経系 丁 細胞リ ン パ 腫 の 2

症例 に つ い て報告する .

〔症例〕 19 93 年以降, 当院に入院し た中枢神経

系悪性リ ン パ 腫症例 9 5 例 中, 中枢神経系 丁細 胞

リ ン パ 腫 と診断され た症例は 4 8 歳男性 (左 前頭

葉腫痩) と 5 0 歳男性 ( 右頭頂 菓腫癌) の 2 症例

であ っ た . 2 症例と も他院にて 関頭に よる腫癌摘

出術を受けリ ン パ 腫 と して 当 セ ン タ
ー ヘ 転院後,

A C N U を用 い た動注 化学療法 と放射線照射を行

っ た . ともに初期治療 へ の 反応 は良好 で
, 初期治

療終了後追加治療は行わず, 経過観察 した
. 2 症

例ともに 6 年以上経過 した現在も腫癌の 再発なく

経過 して い る .

【考察と結論】 近年, 中枢神経系 B 細胞性悪性

リ ン パ 腫 に対 して は , 高容量 メ ソ ト レ キ セ - ト

( M T X) と放射線照射療法の 併用療法に より 3 0

-

4 0 ケ 月前後の 生 存中央値が 報告さ れ て い る .

し か し, 中枢神経系 丁細胞 性リ ン パ 腫 に対 して

は
,

こ の 併用療法 が効果 を示さ なか っ た と の 報告

がある . 我々 の 症例 は
,

2 症例の み であ るもの の
,

A C N U の 動注 と放射線療法 の 併用 により 6 年以

上 にわた る無再発生存を得て おり, 本法が有効な

治療法で ある可能性が示 唆され た
.

4 7 　 頭 蓋 骨 が 原 発 と 考 え ら れ る 悪 性 リ ン パ 腫 の 1

例
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症例 は 63 歳, 女性. 平成 1 6 年 8 月, 前額部が

痛み を伴い 腫 脹. そ の 後 , 腫脹 が 増大する た め
,

同年 1 2 月当院紹介とな っ た . 入院時, 右前額部か

ら頭頂部 にか けて腫脹 して おり, その 性状は弾性

硬で 可動性は無か っ た . M RI で は , 頭蓋骨内外に

腫癌が存在 して おり,
T l , T 2 と も均 一 で 灰自質

と ほ ぼ等信号を示 して い た . 造影剤投与で は均
一

に造影された . 腫癌は頭皮下に突出して お り, 顔

蓋骨下で は硬膜外に沿うよう に広 が っ て い た . 顔

蓋骨は内板, 外板 ともに
一

部不連続にな っ て おり,

不 均 一 な造影効果を受けて い た . 骨 シ ン チ で は
,

腫脹部直下の 頭蓋骨の み ならず,
その 周辺 に集積

を認 め たが
, 他部位の集積は無か っ た . G a シ ン チ

で は , 腫脹部の み に集積が見られた が
, 他部位の

集積 は認め なか っ た . 入院後, 頭部腫脹 同側の頚

部リ ン パ 節の 腫大が見られ, 関頭手術に先立ち局

所麻酔下 に生検 したが , 確定診 断に は至 らなか っ

た
. 平成 1 7 年 1 月, 全身新麻酔下 に腫癌摘出術を

行 っ た . 皮下腫癌, 頭蓋骨, 硬膜上の腫癌を摘出

し
, 頭蓋骨を形成 した . 腫癌は頭蓋骨内外に広 が

る形で増殖して い た
. 脳表面 へ の浸潤は無か っ た .

病理診断は
,

n o n - H o d g ki n

'

s l y m p b o m a ( di 凪1 S e

l a r g e c ell t y p e
,

B c ell ly m p h o m a ) で あり, 引き

続き C ⅢO P 療法を行 っ て い る . 頭蓋骨や, その近

傍に発生する悪性リ ン パ 腫は稀で あ る. 本症 の 診

断と治療に つ き文献的に考察を加えた .


